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(57)【要約】
【課題】建物内に菌やウイルスが拡散するのを抑制する 
ことができる全館空調システムを提供する。
【解決手段】全館空調システム３０は、空調空気を生成 
し、その空調空気を各部屋に供給する室内機３２を備え 
る。各部屋に供給された空調空気は室内機３２に還気と 
して還流し、その還気が室内機３２に形成された取込口 
３７より室内機３２内部に取り込まれる。そして、室内 
機３２は、その還気をもとに空調空気を生成する。室内 
機３２には、取込口３７を覆うようにカバー部材５１が 
設けられている。カバー部材５１は、略箱状に形成され 
、その内側空間５７を通じて還気が取込口３７より取り 
込まれる。カバー部材５１の内側空間５７には、取込口 
３７より埃等の異物が室内機３２の内部に入るのを防止 
すべく、２つのエアフィルタ６１,６２が設けられてい 
る。これらエアフィルタ６１，６２のうち、下流側のエ 
アフィルタ６２には光触媒７１が設けられている。
【選択図】      図３

審査請求　未請求　請求項の数　5　　ＯＬ　（全12頁）
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 空 調 空 気 を 生 成 し 、 そ の 生 成 し た 空 調 空 気 を 建 物 内 の 複 数 の 屋 内 空 間 に 供 給 す る 空 調 装  
置 を 備 え 、
　 前 記 複 数 の 屋 内 空 間 に 供 給 さ れ た 空 調 空 気 は 前 記 空 調 装 置 へ 還 気 と し て 還 流 す る よ う に  
な っ て お り 、
　 前 記 空 調 装 置 は 、 前 記 還 気 を 取 り 込 む 取 込 口 を 有 し 、 そ の 取 込 口 よ り 取 り 込 ん だ 前 記 還  
気 を も と に 空 調 空 気 を 生 成 す る 全 館 空 調 シ ス テ ム で あ っ て 、
　 前 記 取 込 口 よ り 前 記 空 調 装 置 の 内 部 に 埃 等 の 異 物 が 入 る の を 防 止 す る エ ア フ ィ ル タ と 、
　 前 記 エ ア フ ィ ル タ に 設 け ら れ た 光 触 媒 と 、 を 備 え る 、 全 館 空 調 シ ス テ ム 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 取 込 口 に 向 け て 前 記 還 気 が 流 れ る 還 気 通 路 を 形 成 す る 通 路 形 成 部 を 備 え 、
　 前 記 還 気 通 路 に は 、 前 記 エ ア フ ィ ル タ と し て 、 前 記 光 触 媒 が 設 け ら れ た 第 １ エ ア フ ィ ル  
タ と 、 前 記 光 触 媒 が 設 け ら れ て い な い 第 ２ エ ア フ ィ ル タ と が 設 け ら れ て お り 、
　 前 記 第 ２ エ ア フ ィ ル タ は 、 前 記 第 １ エ ア フ ィ ル タ よ り も 上 流 側 に 配 置 さ れ て い る 、 請 求  
項 １ に 記 載 の 全 館 空 調 シ ス テ ム 。
【 請 求 項 ３ 】
　 前 記 第 １ エ ア フ ィ ル タ は 、 前 記 第 ２ エ ア フ ィ ル タ よ り も 目 が 粗 い 、 請 求 項 ２ に 記 載 の 全  
館 空 調 シ ス テ ム 。
【 請 求 項 ４ 】
　 前 記 第 １ エ ア フ ィ ル タ と 前 記 第 ２ エ ア フ ィ ル タ と は 、 互 い に 重 な る よ う に し て 配 置 さ れ  
て い る 、 請 求 項 ２ に 記 載 の 全 館 空 調 シ ス テ ム 。
【 請 求 項 ５ 】
　 前 記 還 気 通 路 に は 、 前 記 光 触 媒 に 光 を 照 射 す る 複 数 の 光 源 が 設 け ら れ た 枠 状 の 支 持 部 が  
設 け ら れ て お り 、
　 前 記 支 持 部 は 、 前 記 第 １ エ ア フ ィ ル タ と 対 向 し て 配 置 さ れ て い る 、 請 求 項 ２ 乃 至 ４ の い  
ず れ か 一 項 に 記 載 の 全 館 空 調 シ ス テ ム 。  
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 全 館 空 調 シ ス テ ム に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 住 宅 等 の 建 物 に お い て 、 共 通 の 空 調 装 置 を 用 い て 複 数 の 部 屋 の 空 調 を 行 う 全 館 空 調 シ ス  
テ ム が 知 ら れ て い る （ 例 え ば 、 特 許 文 献 １ ） 。 全 館 空 調 シ ス テ ム で は 、 空 調 装 置 が 空 調 空  
気 を 生 成 す る と と も に 、 そ の 空 調 空 気 を 各 部 屋 へ ダ ク ト を 介 し て 供 給 す る こ と に よ り 、 そ  
れ ら 各 部 屋 の 空 調 を 行 う よ う に な っ て い る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 ま た 、 全 館 空 調 シ ス テ ム で は 、 各 部 屋 に 供 給 さ れ た 空 調 空 気 が 建 物 内 を 通 じ て 空 調 装 置  
に 還 流 す る 。 そ し て 、 空 調 装 置 は 、 そ の 還 流 し た 空 気 （ 還 気 ） を 空 調 装 置 に 取 り 込 み 、 そ  
の 取 り 込 ん だ 還 気 を も と に 空 調 空 気 を 生 成 す る 。 そ の た め 、 全 館 空 調 シ ス テ ム で は 、 建 物  
内 に お い て 空 調 空 気 を 循 環 さ せ な が ら 、 各 部 屋 の 空 調 を 行 う よ う に な っ て い る 。
【 先 行 技 術 文 献 】
【 特 許 文 献 】
【 ０ ０ ０ ４ 】
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 ２ ０ ２ ０ － ０ ８ ５ ３ ２ ８ 号 公 報
【 発 明 の 概 要 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 と こ ろ で 、 全 館 空 調 シ ス テ ム で は 、 建 物 内 に て 空 気 を 循 環 さ せ な が ら 各 部 屋 の 空 調 を 行  
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う よ う に な っ て い る た め 、 空 気 中 に 菌 や ウ イ ル ス が 含 ま れ て い る 場 合 、 菌 や ウ イ ル ス が 各  
部 屋 に 拡 散 さ れ る お そ れ が あ る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 ま た 、 菌 や ウ イ ル ス が 空 調 装 置 内 に 取 り 込 ま れ る と 、 菌 や ウ イ ル ス が 空 調 装 置 内 に 付 着  
す る お そ れ が あ る 。 そ の 場 合 、 そ の 付 着 し た 菌 や ウ イ ル ス を 起 点 と し て 菌 や ウ イ ル ス が 拡  
散 さ れ る お そ れ も あ る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 本 発 明 は 、 上 記 事 情 に 鑑 み て な さ れ た も の で あ り 、 建 物 内 に 菌 や ウ イ ル ス が 拡 散 す る の  
を 抑 制 す る こ と が で き る 全 館 空 調 シ ス テ ム を 提 供 す る こ と を 主 た る 目 的 と す る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 上 記 課 題 を 解 決 す べ く 、 第 １ の 発 明 の 全 館 空 調 シ ス テ ム は 、 空 調 空 気 を 生 成 し 、 そ の 生  
成 し た 空 調 空 気 を 建 物 内 の 複 数 の 屋 内 空 間 に 供 給 す る 空 調 装 置 を 備 え 、 前 記 複 数 の 屋 内 空  
間 に 供 給 さ れ た 空 調 空 気 は 前 記 空 調 装 置 へ 還 気 と し て 還 流 す る よ う に な っ て お り 、 前 記 空  
調 装 置 は 、 前 記 還 気 を 取 り 込 む 取 込 口 を 有 し 、 そ の 取 込 口 よ り 取 り 込 ん だ 前 記 還 気 を も と  
に 空 調 空 気 を 生 成 す る 全 館 空 調 シ ス テ ム で あ っ て 、 前 記 取 込 口 よ り 前 記 空 調 装 置 の 内 部 に  
埃 等 の 異 物 が 入 る の を 防 止 す る エ ア フ ィ ル タ と 、 前 記 エ ア フ ィ ル タ に 設 け ら れ た 光 触 媒 と  
、 を 備 え る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 全 館 空 調 シ ス テ ム で は 、 空 調 装 置 が 、 そ の 取 込 口 よ り 取 り 込 ま れ る 還 気 を も と に 空 調 空  
気 を 生 成 す る 。 ま た 、 全 館 空 調 シ ス テ ム で は 、 取 込 口 よ り 埃 等 の 異 物 が 空 調 装 置 の 内 部 に  
入 る の を 防 止 す べ く エ ア フ ィ ル タ が 設 け ら れ て い る 。 そ こ で 、 第 １ の 発 明 で は 、 こ の エ ア  
フ ィ ル タ に 着 目 し 、 エ ア フ ィ ル タ に 光 触 媒 を 設 け て い る 。 か か る 構 成 に よ れ ば 、 光 触 媒 に  
光 を 照 射 し 光 触 媒 作 用 を 生 じ さ せ る こ と で 、 エ ア フ ィ ル タ を 通 過 す る 還 気 に 含 ま れ る 菌 や  
ウ イ ル ス を 除 去 す る こ と が で き る 。 こ れ に よ り 、 取 込 口 よ り 空 調 装 置 内 に 菌 や ウ イ ル ス が  
取 り 込 ま れ る の を 抑 制 す る こ と が で き 、 そ の 結 果 、 空 調 装 置 よ り 菌 や ウ イ ル ス が 建 物 内 に  
拡 散 す る の を 抑 制 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 第 ２ の 発 明 の 全 館 空 調 シ ス テ ム は 、 第 １ の 発 明 に お い て 、 前 記 取 込 口 に 向 け て 前 記 還 気  
が 流 れ る 還 気 通 路 を 形 成 す る 通 路 形 成 部 を 備 え 、 前 記 還 気 通 路 に は 、 前 記 エ ア フ ィ ル タ と  
し て 、 前 記 光 触 媒 が 設 け ら れ た 第 １ エ ア フ ィ ル タ と 、 前 記 光 触 媒 が 設 け ら れ て い な い 第 ２  
エ ア フ ィ ル タ と が 設 け ら れ て お り 、 前 記 第 ２ エ ア フ ィ ル タ は 、 前 記 第 １ エ ア フ ィ ル タ よ り  
も 上 流 側 に 配 置 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 第 ２ の 発 明 に よ れ ば 、 通 路 形 成 部 に 形 成 さ れ た 還 気 通 路 に 、 光 触 媒 が 設 け ら れ た 第 １ エ  
ア フ ィ ル タ と 、 光 触 媒 が 設 け ら れ て い な い 第 ２ エ ア フ ィ ル タ と が 設 け ら れ て い る 。 第 ２ エ  
ア フ ィ ル タ は 、 第 １ エ ア フ ィ ル タ よ り も 上 流 側 に 配 置 さ れ て い る 。 こ の 場 合 、 上 流 側 の 第  
２ エ ア フ ィ ル タ に よ り 埃 等 の 異 物 を 捕 集 す る こ と で 、 下 流 側 の 第 １ エ ア フ ィ ル タ に 異 物 が  
付 着 す る の を 抑 制 す る こ と が で き る 。 そ の た め 、 第 ２ エ ア フ ィ ル タ を 異 物 捕 集 用 と し て 用  
い 、 第 １ エ ア フ ィ ル タ を 菌 や ウ イ ル ス を 除 去 す る 除 菌 用 と し て 用 い る 、 と い っ た 使 い 分 け  
を す る こ と が 可 能 と な る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 か か る 構 成 で は 、 異 物 が 溜 ま り 易 い 第 ２ エ ア フ ィ ル タ に つ い て は 水 洗 い 等 の 洗 浄 を 行 う  
頻 度 が 高 く な る が 、 第 ２ エ ア フ ィ ル タ に は 光 触 媒 が 設 け ら れ て い な い た め 、 洗 浄 の 頻 度 が  
高 く て も 特 段 問 題 は な い 。 そ れ に 対 し 、 異 物 が 付 着 し に く い 第 １ エ ア フ ィ ル タ に つ い て は  
、 水 洗 い 等 の 洗 浄 を 行 う 頻 度 を 少 な く す る こ と が で き る 。 そ の た め 、 洗 浄 を 行 う こ と に よ  
り 第 １ エ ア フ ィ ル タ か ら 光 触 媒 が 取 れ る 等 し て 、 除 菌 効 果 が 低 下 し て し ま う の を 抑 制 す る  
こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 第 ３ の 発 明 の 全 館 空 調 シ ス テ ム は 、 第 ２ の 発 明 に お い て 、 前 記 第 １ エ ア フ ィ ル タ は 、 前  
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記 第 ２ エ ア フ ィ ル タ よ り も 目 が 粗 い 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 第 ３ の 発 明 に よ れ ば 、 第 １ エ ア フ ィ ル タ は 第 ２ エ ア フ ィ ル タ よ り も 目 が 粗 い た め 、 第 １  
エ ア フ ィ ル タ に 異 物 が 付 着 す る の を よ り 一 層 抑 制 す る こ と が で き る 。 こ れ に よ り 、 第 １ エ  
ア フ ィ ル タ の 洗 浄 頻 度 を よ り 少 な く す る こ と が で き 、 そ の 結 果 、 洗 浄 に 伴 う 除 菌 効 果 の 低  
下 を よ り 一 層 抑 制 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 第 ４ の 発 明 の 全 館 空 調 シ ス テ ム は 、 第 ２ の 発 明 に お い て 、 前 記 第 １ エ ア フ ィ ル タ と 前 記  
第 ２ エ ア フ ィ ル タ と は 、 互 い に 重 な る よ う に し て 配 置 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 第 ４ の 発 明 に よ れ ば 、 第 １ エ ア フ ィ ル タ と 第 ２ エ ア フ ィ ル タ と が 、 互 い に 重 な る よ う に  
配 置 さ れ て い る た め 、 第 １ エ ア フ ィ ル タ に て 生 じ る 光 触 媒 に よ る 除 菌 効 果 を 第 ２ エ ア フ ィ  
ル タ に も 及 ぼ す こ と が 可 能 と な る 。 こ の た め 、 第 ２ エ ア フ ィ ル タ に 付 着 し た 菌 や ウ イ ル ス  
に つ い て も 除 去 す る こ と が 可 能 と な り 、 そ の 結 果 、 除 菌 効 果 を 高 め る こ と が 可 能 と な る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 第 ５ の 発 明 の 全 館 空 調 シ ス テ ム は 、 第 ２ ～ 第 ４ の い ず れ か の 発 明 に お い て 、 前 記 還 気 通  
路 に は 、 前 記 光 触 媒 に 光 を 照 射 す る 複 数 の 光 源 が 設 け ら れ た 枠 状 の 支 持 部 が 設 け ら れ て お  
り 、 前 記 支 持 部 は 、 前 記 第 １ エ ア フ ィ ル タ と 対 向 し て 配 置 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 第 ５ の 発 明 に よ れ ば 、 光 触 媒 に 光 を 照 射 す る 複 数 の 光 源 が 設 け ら れ た 枠 状 の 支 持 部 が 還  
気 通 路 に 設 け ら れ て お り 、 そ の 支 持 部 が 第 １ エ ア フ ィ ル タ と 対 向 し て 配 置 さ れ て い る 。 こ  
の 場 合 、 光 触 媒 が 第 １ エ ア フ ィ ル タ の 広 範 囲 （ 例 え ば フ ィ ル タ 面 の 全 域 ） に 亘 っ て 設 け ら  
れ て い る 場 合 に お い て 、 光 触 媒 の 全 体 に 光 を 照 射 し 易 く す る こ と が で き る 。 そ の た め 、 光  
触 媒 に よ る 除 菌 効 果 を 高 め る こ と が で き る 。 ま た 、 支 持 部 が 枠 状 に 形 成 さ れ て い る た め 、  
支 持 部 に よ り 還 気 の 流 れ が 妨 げ ら れ る の を 抑 制 し な が ら 、 上 記 の 効 果 を 得 る こ と が で き る  
。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ １ ９ 】
【 図 １ 】 第 １ 実 施 形 態 に お け る 全 館 空 調 シ ス テ ム が 設 け ら れ た 建 物 の 一 階 部 分 を 示 す 図 。
【 図 ２ 】 室 内 機 及 び そ の 周 辺 の 構 成 を 示 す 分 解 斜 視 図 。
【 図 ３ 】 室 内 機 の 取 込 口 周 辺 の 構 成 を 示 す 縦 断 面 図 。
【 図 ４ 】 第 ２ 実 施 形 態 に お け る 全 館 空 調 シ ス テ ム が 設 け ら れ た 建 物 の 二 階 部 分 及 び 屋 根 部  
を 示 す 図 。
【 図 ５ 】 吸 込 チ ャ ン バ 及 び そ の 内 部 に 設 け ら れ た 各 部 材 を 分 解 し た 状 態 で 示 す 分 解 斜 視 図  
。
【 図 ６ 】 吸 込 チ ャ ン バ の 内 部 構 成 を 示 す 縦 断 面 図 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 形 態 】
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 （ 第 １ 実 施 形 態 ）
　 図 １ に 示 す よ う に 、 基 礎 １ １ の 上 方 に は 、 住 宅 等 の 建 物 １ ０ が 設 け ら れ て い る 。 建 物 １  
０ は 、 一 階 部 分 １ ２ を 有 し て い る 。 一 階 部 分 １ ２ に は 、 複 数 の 部 屋 １ ４ ～ １ ７ が 設 け ら れ  
て い る 。 こ れ ら の 部 屋 １ ４ ～ １ ７ の う ち 、 部 屋 １ ４ ～ １ ６ は 、 例 え ば リ ビ ン グ や ダ イ ニ ン  
グ 、 和 室 、 寝 室 等 か ら な る 。 部 屋 １ ７ は 、 後 述 す る 全 館 空 調 シ ス テ ム ３ ０ の 室 内 機 ３ ２ が  
設 置 さ れ る 機 械 室 と な っ て お り 、 以 下 、 機 械 室 １ ７ と い う こ と が あ る 。 部 屋 １ ４ ～ １ ７ は  
、 間 仕 切 壁 １ ８ に よ り 互 い に 仕 切 ら れ て い る 。 間 仕 切 壁 １ ８ に 設 け ら れ た 通 気 口 １ ９ 等 を  
通 じ て 、 隣 接 す る 部 屋 １ ４ ～ １ ７ 同 士 で 常 時 通 気 可 能 と な っ て い る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 一 階 部 分 １ ２ に は 、 床 部 ２ １ が 設 け ら れ 、 こ の 床 部 ２ １ に よ り 部 屋 １ ４ ～ １ ７ の 床 面 が  
形 成 さ れ て い る 。 床 部 ２ １ の 下 方 に は 、 床 下 空 間 ２ ２ が 設 け ら れ て い る 。 床 下 空 間 ２ ２ は  
、 床 部 ２ １ に よ り 部 屋 １ ４ ～ １ ７ と 上 下 に 仕 切 ら れ て い る 。 床 下 空 間 ２ ２ は 、 そ の 周 囲 が  
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基 礎 １ １ に よ り 囲 ま れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 建 物 １ ０ に は 、 一 階 部 分 １ ２ の 各 部 屋 １ ４ ～ １ ６ （ 屋 内 空 間 に 相 当 ） を 空 調 対 象 と し て  
空 調 を 行 う 全 館 空 調 シ ス テ ム ３ ０ が 設 け ら れ て い る 。 以 下 、 全 館 空 調 シ ス テ ム ３ ０ の 構 成  
に つ い て 説 明 す る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 全 館 空 調 シ ス テ ム ３ ０ は 、 ヒ ー ト ポ ン プ 式 の 空 調 シ ス テ ム で あ り 、 少 な く と も 冷 房 運 転  
及 び 暖 房 運 転 を 行 う こ と が 可 能 と な っ て い る 。 全 館 空 調 シ ス テ ム ３ ０ は 、 屋 内 に 設 け ら れ  
た 室 内 機 ３ ２ と 、 屋 外 に 設 け ら れ た 室 外 機 ３ ３ と を 有 し て い る 。 室 内 機 ３ ２ と 室 外 機 ３ ３  
と は 冷 媒 管 ３ ４ を 介 し て 接 続 さ れ て お り 、 図 １ で は 便 宜 上 、 冷 媒 管 ３ ４ を 点 線 で 示 し て い  
る 。 な お 、 室 内 機 ３ ２ が 空 調 装 置 に 相 当 す る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 室 内 機 ３ ２ は 、 機 械 室 １ ７ に 設 け ら れ て い る 。 室 内 機 ３ ２ は 、 略 直 方 体 状 に 形 成 さ れ 、  
そ の 側 面 部 ３ ２ ａ に は 取 込 口 ３ ７ が 設 け ら れ て い る （ 図 ２ 参 照 ） 。 室 内 機 ３ ２ は 、 取 込 口  
３ ７ を 通 じ て 機 械 室 １ ７ 内 の 空 気 （ 還 気 Ｒ Ａ ） を 取 り 込 み 、 そ の 取 り 込 ん だ 空 気 を 温 度 調  
整 す る こ と で 、 空 調 空 気 （ 冷 気 及 び 暖 気 ） を 生 成 す る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 室 内 機 ３ ２ は 、 床 下 空 間 ２ ２ に 設 置 さ れ た 空 調 チ ャ ン バ ４ １ と 接 続 さ れ て い る 。 空 調 チ  
ャ ン バ ４ １ に は 、 複 数 の 空 調 ダ ク ト ４ ２ が 接 続 さ れ て い る 。 こ れ ら 各 空 調 ダ ク ト ４ ２ は い  
ず れ も 床 下 空 間 ２ ２ に 配 設 さ れ 、 床 部 ２ １ に 設 け ら れ た 吹 出 口 ４ ３ に 接 続 さ れ て い る 。 各  
吹 出 口 ４ ３ は 、 一 階 部 分 １ ２ の 各 部 屋 １ ４ ～ １ ６ に 設 け ら れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 室 内 機 ３ ２ に よ り 生 成 さ れ る 空 調 空 気 （ 冷 気 又 は 暖 気 ） は 、 空 調 チ ャ ン バ ４ １ 及 び 各 空  
調 ダ ク ト ４ ２ を 通 じ て 各 吹 出 口 ４ ３ に 供 給 さ れ 、 そ れ ら 各 吹 出 口 ４ ３ よ り 各 部 屋 １ ４ ～ １  
６ に 吹 き 出 さ れ る 。 そ れ ら 吹 き 出 さ れ た 空 調 空 気 に よ り 、 各 部 屋 １ ４ ～ １ ６ の 空 調 （ 冷 房  
又 は 暖 房 ） が 行 わ れ る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 建 物 １ ０ の 一 階 部 分 １ ２ で は 、 各 部 屋 １ ４ ～ １ ６ に 供 給 さ れ た 空 調 空 気 が 通 気 口 １ ９ 等  
を 通 じ て 機 械 室 １ ７ へ 還 気 Ｒ Ａ と し て 戻 る （ 還 流 す る ） 。 そ し て 、 室 内 機 ３ ２ は 、 そ の 機  
械 室 １ ７ に 戻 っ た 還 気 Ｒ Ａ を 取 込 口 ３ ７ よ り 取 り 込 み 、 そ の 取 り 込 ん だ 還 気 Ｒ Ａ を も と に  
空 調 空 気 を 再 度 生 成 す る 。 こ の よ う に 、 全 館 空 調 シ ス テ ム ３ ０ は 、 空 気 循 環 式 の 空 調 シ ス  
テ ム と さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 続 い て 、 室 内 機 ３ ２ の 取 込 口 ３ ７ 付 近 の 構 成 に つ い て 、 図 ２ 及 び 図 ３ に 基 づ き 説 明 す る  
。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 図 ２ 及 び 図 ３ に 示 す よ う に 、 室 内 機 ３ ２ の 側 面 部 ３ ２ ａ に は 、 取 込 口 ３ ７ を 覆 う よ う に  
カ バ ー 部 材 ５ １ が 設 け ら れ て い る 。 カ バ ー 部 材 ５ １ は 、 金 属 製 の 板 材 に よ り 略 箱 状 に 形 成  
さ れ て い る 。 カ バ ー 部 材 ５ １ は 、 取 込 口 ３ ７ と 離 間 対 向 す る 前 板 部 ５ ２ と 、 前 板 部 ５ ２ の  
各 側 辺 部 か ら そ れ ぞ れ 室 内 機 ３ ２ の 側 面 部 ３ ２ ａ へ 延 び る 一 対 の 側 板 部 ５ ３ と 、 前 板 部 ５  
２ の 下 辺 部 か ら 室 内 機 ３ ２ の 側 面 部 ３ ２ ａ へ 延 び る 底 板 部 ５ ４ と を 有 す る 。 カ バ ー 部 材 ５  
１ の 上 面 部 に は 上 方 に 開 口 し た 開 口 部 ５ ５ が 形 成 さ れ 、 カ バ ー 部 材 ５ １ の 背 面 部 に は 室 内  
機 ３ ２ 側 に 開 口 し た 開 口 部 ５ ６ が 形 成 さ れ て い る 。 開 口 部 ５ ６ は 、 取 込 口 ３ ７ と 連 通 し て  
い る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 機 械 室 １ ７ 内 の 還 気 Ｒ Ａ は 、 開 口 部 ５ ５ よ り カ バ ー 部 材 ５ １ の 内 側 空 間 ５ ７ に 流 れ 込 む  
。 そ の 後 、 還 気 Ｒ Ａ は 、 内 側 空 間 ５ ７ か ら 開 口 部 ５ ６ と 取 込 口 ３ ７ と を 通 じ て 室 内 機 ３ ２  
の 内 部 に 取 り 込 ま れ る 。 し た が っ て 、 機 械 室 １ ７ 内 の 還 気 Ｒ Ａ は 、 カ バ ー 部 材 ５ １ の 内 側  
空 間 ５ ７ を 通 じ て 室 内 機 ３ ２ の 内 部 に 取 り 込 ま れ る 。 こ の 場 合 、 内 側 空 間 ５ ７ は 、 還 気 Ｒ  
Ａ が 取 込 口 ３ ７ に 向 け て 流 れ る 還 気 通 路 に 相 当 す る 。 ま た 、 カ バ ー 部 材 ５ １ が 通 路 形 成 部  



10

20

30

40

50

JP 2023-183273 A 2023.12.27(6)

に 相 当 す る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 カ バ ー 部 材 ５ １ の 内 側 空 間 ５ ７ に は 、 ２ つ の エ ア フ ィ ル タ ６ １ ， ６ ２ が 設 け ら れ て い る  
。 こ れ ら の エ ア フ ィ ル タ ６ １ ， ６ ２ は 、 内 側 空 間 ５ ７ を 流 れ る 還 気 Ｒ Ａ に 含 ま れ る 埃 等 の  
異 物 を 捕 集 す る も の で あ る 。 こ れ に よ り 、 異 物 が 取 込 口 ３ ７ よ り 室 内 機 ３ ２ の 内 部 に 入 る  
こ と が 防 止 さ れ て い る 。 各 エ ア フ ィ ル タ ６ １ ， ６ ２ は 、 不 織 布 を 有 し て 形 成 さ れ 、 例 え ば  
中 高 性 能 フ ィ ル タ か ら な る 。 ま た 、 各 エ ア フ ィ ル タ ６ １ ， ６ ２ は 、 同 じ 大 き さ か ら な る 矩  
形 形 状 を 有 し て い る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 各 エ ア フ ィ ル タ ６ １ ， ６ ２ は 、 カ バ ー 部 材 ５ １ の 各 側 板 部 ５ ３ の 内 面 に 設 け ら れ た フ ィ  
ル タ 支 持 部 ５ ９ に よ り 支 持 さ れ て い る 。 フ ィ ル タ 支 持 部 ５ ９ は 、 側 板 部 ５ ３ に 沿 っ て 上 下  
方 向 に 延 び て お り 、 詳 し く は 上 方 に 向 か う に つ れ 室 内 機 ３ ２ 側 に 傾 斜 し て 延 び て い る 。 各  
フ ィ ル タ 支 持 部 ５ ９ の 上 面 （ 詳 し く は 傾 斜 面 上 ） に は 、 そ れ ら 両 フ ィ ル タ 支 持 部 ５ ９ に 跨  
る 状 態 で 各 エ ア フ ィ ル タ ６ １ ， ６ ２ が 載 置 さ れ て い る 。 こ の 場 合 、 各 エ ア フ ィ ル タ ６ １ ，  
６ ２ は 、 互 い に 重 な っ た 状 態 で フ ィ ル タ 支 持 部 ５ ９ に 載 置 さ れ て い る 。 こ れ に よ り 、 各 エ  
ア フ ィ ル タ ６ １ ， ６ ２ は 、 室 内 機 ３ ２ 側 （ 換 言 す る と 取 込 口 ３ ７ 側 ） に 傾 斜 し た 状 態 で 支  
持 さ れ て い る 。 ま た 、 こ の よ う に 各 エ ア フ ィ ル タ ６ １ ， ６ ２ が 支 持 さ れ て い る こ と に よ り  
、 各 エ ア フ ィ ル タ ６ １ ， ６ ２ は 着 脱 可 能 と さ れ て い る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 カ バ ー 部 材 ５ １ の 内 側 空 間 ５ ７ に お い て は 、 還 気 Ｒ Ａ が 各 エ ア フ ィ ル タ ６ １ ， ６ ２ を 通  
過 し て 取 込 口 ３ ７ へ と 流 れ る 。 各 エ ア フ ィ ル タ ６ １ ， ６ ２ の う ち 、 上 流 側 に は エ ア フ ィ ル  
タ ６ １ が 配 置 さ れ 、 下 流 側 に は エ ア フ ィ ル タ ６ ２ が 配 置 さ れ て い る 。 上 流 側 の エ ア フ ィ ル  
タ ６ １ は 不 織 布 の 目 が 細 か く な っ て お り 、 下 流 側 の エ ア フ ィ ル タ ６ ２ は 不 織 布 の 目 が 粗 く  
な っ て い る 。 そ の た め 、 還 気 Ｒ Ａ 中 の 異 物 の 大 部 分 は 、 上 流 側 の エ ア フ ィ ル タ ６ １ に よ り  
捕 集 さ れ る よ う に な っ て い る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 下 流 側 の エ ア フ ィ ル タ ６ ２ に は 、 光 触 媒 ７ １ が 設 け ら れ て い る 。 光 触 媒 ７ １ は 、 エ ア フ  
ィ ル タ ６ ２ の フ ィ ル タ 面 の 略 全 域 に 担 持 さ れ て い る 。 光 触 媒 ７ １ は 、 酸 化 チ タ ン （ Ｔ ｉ Ｏ  
２ ） 等 の 光 触 媒 活 性 化 物 質 を 有 し て い る 。 光 触 媒 ７ １ は 光 が 照 射 さ れ る と 活 性 化 し 、 光 触  
媒 作 用 が 生 じ る 。 こ の 光 触 媒 作 用 に よ り 、 還 気 Ｒ Ａ 中 に 含 ま れ る 菌 や ウ イ ル ス が エ ア フ ィ  
ル タ ６ ２ を 通 過 す る 際 に 除 去 さ れ る よ う に な っ て い る 。 ま た 、 本 実 施 形 態 で は 、 光 触 媒 ７  
１ と し て 、 可 視 光 に よ り 活 性 化 す る 可 視 光 応 答 型 光 触 媒 が 用 い ら れ て い る 。 光 触 媒 ７ １ は  
、 例 え ば Ｖ ― Ｃ Ａ Ｔ （ 登 録 商 標 ） か ら な る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 な お 、 光 触 媒 ７ １ が 設 け ら れ た 下 流 側 の エ ア フ ィ ル タ ６ ２ は 、 第 １ エ ア フ ィ ル タ に 相 当  
す る 。 ま た 、 上 流 側 の エ ア フ ィ ル タ ６ １ に は 光 触 媒 が 設 け ら れ て お ら ず 、 そ の た め 、 エ ア  
フ ィ ル タ ６ １ が 第 ２ エ ア フ ィ ル タ に 相 当 す る 。 か か る 構 成 で は 、 主 に 、 エ ア フ ィ ル タ ６ １  
が 埃 等 の 異 物 を 捕 集 す る 異 物 捕 集 用 と し て 用 い ら れ 、 エ ア フ ィ ル タ ６ ２ が 異 物 捕 集 後 の 還  
気 Ｒ Ａ に 含 ま れ る 菌 や ウ イ ル ス を 除 去 す る 除 菌 用 と し て 用 い ら れ る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 カ バ ー 部 材 ５ １ の 内 側 空 間 ５ ７ に は 、 エ ア フ ィ ル タ ６ ２ よ り も 下 流 側 に 発 光 ユ ニ ッ ト ７  
３ が 設 け ら れ て い る 。 発 光 ユ ニ ッ ト ７ ３ は 、 複 数 の Ｌ Ｅ Ｄ ７ ４ と 、 各 Ｌ Ｅ Ｄ ７ ４ が 取 り 付  
け ら れ た 矩 形 枠 状 の ベ ー ス 部 ７ ５ と を 有 し て い る 。 各 Ｌ Ｅ Ｄ ７ ４ は 、 エ ア フ ィ ル タ ６ ２ の  
光 触 媒 ７ １ に 向 け て 光 を 照 射 す る 光 源 で あ り 、 本 実 施 形 態 で は 、 可 視 光 を 照 射 す る も の が  
用 い ら れ て い る 。 な お 、 ベ ー ス 部 ７ ５ が 支 持 部 に 相 当 す る 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 ベ ー ス 部 ７ ５ は 、 エ ア フ ィ ル タ ６ ２ に 近 接 し た 位 置 で 、 エ ア フ ィ ル タ ６ ２ に 対 向 し た 状  
態 で 配 置 さ れ て い る 。 ベ ー ス 部 ７ ５ は 、 外 枠 部 ７ ６ と 、 外 枠 部 ７ ６ の 枠 内 に 配 設 さ れ た 複  
数 の 内 枠 部 ７ ７ と を 有 し て い る 。 各 内 枠 部 ７ ７ は い ず れ も 横 方 向 に 延 び 、 両 端 部 が そ れ ぞ  
れ 外 枠 部 ７ ６ に 連 結 さ れ て い る 。 ま た 、 各 内 枠 部 ７ ７ は 等 間 隔 に 配 置 さ れ 、 そ れ ら 各 内 枠  
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部 ７ ７ に は 、 Ｌ Ｅ Ｄ ７ ４ が 複 数 ず つ （ 例 え ば ３ つ ず つ ） 配 置 さ れ て い る 。 こ れ ら 複 数 の Ｌ  
Ｅ Ｄ ７ ４ は 、 内 枠 部 ７ ７ に お い て 等 間 隔 で 配 置 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
　 上 記 の 構 成 で は 、 カ バ ー 部 材 ５ １ の 内 側 空 間 ５ ７ に お い て 、 各 エ ア フ ィ ル タ ６ １ ， ６ ２  
を 通 過 し た 還 気 Ｒ Ａ が 、 発 光 ユ ニ ッ ト ７ ３ の ベ ー ス 部 ７ ５ の 枠 内 を 通 じ て 下 流 側 へ と 流 れ  
る 。 そ し て 、 そ の 後 、 取 込 口 ３ ７ よ り 室 内 機 ３ ２ の 内 部 に 取 り 込 ま れ る 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
　 以 上 、 詳 述 し た 本 実 施 形 態 に よ れ ば 、 以 下 の 優 れ た 効 果 を 得 る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
　 室 内 機 ３ ２ の 取 込 口 ３ ７ よ り 室 内 機 ３ ２ 内 部 に 埃 等 の 異 物 が 入 る の を 防 止 す べ く エ ア フ  
ィ ル タ ６ ２ を 設 け 、 そ の エ ア フ ィ ル タ ６ ２ に 光 触 媒 ７ １ を 設 け た 。 か か る 構 成 に よ れ ば 、  
光 触 媒 ７ １ に 光 を 照 射 し 光 触 媒 作 用 を 生 じ さ せ る こ と で 、 エ ア フ ィ ル タ ６ ２ を 通 過 す る 還  
気 Ｒ Ａ に 含 ま れ る 菌 や ウ イ ル ス を 除 去 す る こ と が で き る 。 こ れ に よ り 、 取 込 口 ３ ７ よ り 室  
内 機 ３ ２ の 内 部 に 菌 や ウ イ ル ス が 取 り 込 ま れ る の を 抑 制 す る こ と が で き 、 そ の 結 果 、 室 内  
機 ３ ２ よ り 菌 や ウ イ ル ス が 建 物 内 １ ０ に 拡 散 す る の を 抑 制 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ １ 】
　 ま た 、 室 内 機 ３ ２ 内 に 菌 や ウ イ ル ス が 入 り 込 ん で し ま う と 、 室 内 機 ３ ２ の 内 部 に 菌 や ウ  
イ ル ス が 付 着 す る お そ れ が あ る 。 そ の 場 合 、 付 着 し た 菌 や ウ イ ル ス を 起 点 と し て 菌 や ウ イ  
ル ス が 建 物 １ ０ 内 に 拡 散 さ れ る お そ れ が あ る 。 そ の 点 、 エ ア フ ィ ル タ ６ ２ に 光 触 媒 ７ １ を  
設 け た 上 記 の 構 成 に よ れ ば 、 室 内 機 ３ ２ 内 部 へ の 菌 や ウ イ ル ス の 入 り 込 み 自 体 を 抑 制 す る  
こ と が で き る た め 、 室 内 機 ３ ２ 内 に 菌 や ウ イ ル ス が 付 着 す る の を 抑 制 す る こ と が で き 、 ひ  
い て は 付 着 に 伴 う 菌 や ウ イ ル ス の 拡 散 を 抑 制 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ ２ 】
　 カ バ ー 部 材 ５ １ の 内 側 空 間 ５ ７ に 、 光 触 媒 ７ １ が 設 け ら れ た エ ア フ ィ ル タ ６ ２ と 、 光 触  
媒 が 設 け ら れ て い な い エ ア フ ィ ル タ ６ １ と を 設 け 、 エ ア フ ィ ル タ ６ １ を エ ア フ ィ ル タ ６ ２  
よ り も 上 流 側 に 配 置 し た 。 こ の 場 合 、 上 流 側 の エ ア フ ィ ル タ ６ １ に よ り 埃 等 の 異 物 を 捕 集  
す る こ と で 、 下 流 側 の エ ア フ ィ ル タ ６ ２ に 異 物 が 付 着 す る の を 抑 制 す る こ と が で き る 。 そ  
の た め 、 エ ア フ ィ ル タ ６ １ を 異 物 捕 集 用 と し て 用 い 、 エ ア フ ィ ル タ ６ ２ を 菌 や ウ イ ル ス を  
除 去 す る 除 菌 用 と し て 用 い る 、 と い っ た 使 い 分 け を す る こ と が 可 能 と な る 。
【 ０ ０ ４ ３ 】
　 こ の よ う な 構 成 で は 、 異 物 が 溜 ま り 易 い 上 流 側 の エ ア フ ィ ル タ ６ １ に つ い て は 水 洗 い 等  
の 洗 浄 を 行 う 頻 度 が 高 く な る が 、 エ ア フ ィ ル タ ６ １ に は 光 触 媒 が 設 け ら れ て い な い た め 、  
洗 浄 の 頻 度 が 高 く て も 特 段 問 題 は な い 。 そ れ に 対 し 、 異 物 が 付 着 し に く い 下 流 側 の エ ア フ  
ィ ル タ ６ ２ に つ い て は 、 水 洗 い 等 の 洗 浄 を 行 う 頻 度 を 少 な く す る こ と が で き る 。 そ の た め  
、 洗 浄 を 行 う こ と に よ り エ ア フ ィ ル タ ６ ２ か ら 光 触 媒 ７ １ が 取 れ る 等 し て 、 除 菌 効 果 が 低  
下 し て し ま う の を 抑 制 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ ４ 】
　 エ ア フ ィ ル タ ６ ２ は エ ア フ ィ ル タ ６ １ よ り も 目 が 粗 い た め 、 エ ア フ ィ ル タ ６ ２ に 異 物 が  
付 着 す る の を よ り 一 層 抑 制 す る こ と が で き る 。 こ れ に よ り 、 エ ア フ ィ ル タ ６ ２ の 洗 浄 頻 度  
を よ り 少 な く す る こ と が で き 、 そ の 結 果 、 洗 浄 に 伴 う 除 菌 効 果 の 低 下 を よ り 一 層 抑 制 す る  
こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ ５ 】
　 各 エ ア フ ィ ル タ ６ １ ， ６ ２ が 互 い に 重 な る よ う に 配 置 さ れ て い る た め 、 エ ア フ ィ ル タ ６  
２ に て 生 じ る 光 触 媒 ７ １ に よ る 除 菌 効 果 を エ ア フ ィ ル タ ６ １ に も 及 ぼ す こ と が 可 能 と な る  
。 こ の た め 、 エ ア フ ィ ル タ ６ １ に 付 着 し た 菌 や ウ イ ル ス に つ い て も 除 去 す る こ と が 可 能 と  
な り 、 そ の 結 果 、 除 菌 効 果 を 高 め る こ と が 可 能 と な る 。
【 ０ ０ ４ ６ 】
　 カ バ ー 部 材 ５ １ の 内 側 空 間 ５ ７ に 、 光 触 媒 ７ １ に 光 を 照 射 す る 複 数 の Ｌ Ｅ Ｄ ７ ４ と 、 そ  
れ ら 各 Ｌ Ｅ Ｄ ７ ４ が 取 り 付 け ら れ た 枠 状 の ベ ー ス 部 ７ ５ と を 設 け 、 そ の ベ ー ス 部 ７ ５ を エ  
ア フ ィ ル タ ６ ２ と 対 向 さ せ て 配 置 し た 。 こ の 場 合 、 光 触 媒 ７ １ の 全 体 に 光 を 照 射 し 易 く す  
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る こ と が で き 、 そ の 結 果 、 光 触 媒 ７ １ に よ る 除 菌 効 果 を 高 め る こ と が で き る 。 ま た 、 ベ ー  
ス 部 ７ ５ が 枠 状 に 形 成 さ れ て い る た め 、 ベ ー ス 部 ７ ５ に よ り 還 気 Ｒ Ａ の 流 れ が 妨 げ ら れ る  
の を 抑 制 し な が ら 、 上 記 の 効 果 を 得 る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ ７ 】
　 Ｌ Ｅ Ｄ ７ ４ が 設 け ら れ た ベ ー ス 部 ７ ５ を エ ア フ ィ ル タ ６ １ ， ６ ２ よ り も 上 流 側 に 配 置 す  
る 場 合 、 Ｌ Ｅ Ｄ ７ ４ か ら 照 射 さ れ る 光 が エ ア フ ィ ル タ ６ １ に よ り 妨 げ ら れ 、 エ ア フ ィ ル タ  
６ ２ 上 の 光 触 媒 ７ １ に 光 を 好 適 に 当 て る こ と が で き な い お そ れ が あ る 。 そ の 場 合 、 光 触 媒  
７ １ の 除 菌 効 果 が 低 下 す る お そ れ が あ る 。 そ の 点 、 上 記 の 実 施 形 態 で は 、 Ｌ Ｅ Ｄ ７ ４ が 設  
け ら れ た ベ ー ス 部 ７ ５ を エ ア フ ィ ル タ ６ ２ よ り も 下 流 側 に 配 置 し た た め 、 光 触 媒 ７ １ に 好  
適 に 光 を 当 て る こ と が で き 、 そ の 結 果 、 光 触 媒 ７ １ に よ る 除 菌 効 果 を 好 適 に 発 揮 さ せ る こ  
と が で き る 。
【 ０ ０ ４ ８ 】
　 ・ カ バ ー 部 材 ５ １ は 、 前 板 部 ５ ２ と 一 対 の 側 板 部 ５ ３ と に よ り 囲 ま れ た 内 側 空 間 ５ ７ を  
有 し 、 そ の 内 側 空 間 ５ ７ に 各 Ｌ Ｅ Ｄ ７ ４ を 配 置 し た 。 こ れ に よ り 、 各 Ｌ Ｅ Ｄ ７ ４ か ら 照 射  
さ れ る 光 が 周 囲 に 漏 れ る の を 抑 制 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ ９ 】
　 ・ フ ィ ル タ 支 持 部 ５ ９ に よ り エ ア フ ィ ル タ ６ １ ， ６ ２ を 斜 め の 向 き で 支 持 す る よ う に し  
た 。 詳 し く は 、 エ ア フ ィ ル タ ６ １ ， ６ ２ が 取 込 口 ３ ７ の 開 口 面 に 対 し て 斜 め の 向 き と な る  
よ う に 支 持 し た 。 こ の 場 合 、 エ ア フ ィ ル タ ６ ２ の 面 積 を 大 き く す る こ と が で き る た め 、 そ  
の 分 、 光 触 媒 ７ １ を 広 く 設 け る こ と が で き る 。 こ れ に よ り 、 光 触 媒 ７ １ に よ る 除 菌 効 果 を  
高 め る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ５ ０ 】
　 ・ 光 触 媒 ７ １ は 、 可 視 光 応 答 型 光 触 媒 と な っ て い る た め 、 各 Ｌ Ｅ Ｄ ７ ４ と し て 可 視 光 を  
照 射 す る も の を 用 い る こ と が で き る 。 こ れ に よ り 、 ユ ー ザ 等 が エ ア フ ィ ル タ ６ １ ， ６ ２ を  
メ ン テ ナ ン ス す る 際 に 安 心 で あ る 。
【 ０ ０ ５ １ 】
　 （ 第 ２ 実 施 形 態 ）
　 次 に 、 第 ２ 実 施 形 態 に つ い て 説 明 す る 。 以 下 、 第 １ 実 施 形 態 と の 相 違 点 を 中 心 に 説 明 す  
る 。
【 ０ ０ ５ ２ 】
　 図 ４ に 示 す よ う に 、 建 物 １ ０ は 、 二 階 部 分 ８ １ を 有 し て い る 。 二 階 部 分 ８ １ に は 、 複 数  
の 居 室 ８ ３ ， ８ ４ と 廊 下 ８ ５ と が 設 け ら れ て い る 。 各 居 室 ８ ３ ， ８ ４ と 廊 下 ８ ５ と は 、 間  
仕 切 壁 ８ ６ に よ り 仕 切 ら れ て い る 。 各 間 仕 切 壁 ８ ６ に は 、 通 気 口 ８ ９ が 設 け ら れ て い る 。  
各 居 室 ８ ３ ， ８ ４ と 廊 下 ８ ５ と は 、 各 通 気 口 ８ ９ を 通 じ て 常 時 通 気 可 能 と な っ て い る 。 な  
お 、 居 室 ８ ３ の 隣 り に は ベ ラ ン ダ ９ ２ が 設 け ら れ て い る 。
【 ０ ０ ５ ３ 】
　 建 物 １ ０ は 、 二 階 部 分 ８ １ の 上 方 に 屋 根 部 ９ １ を 有 し て い る 。 ま た 、 二 階 部 分 ８ １ に は  
天 井 部 ９ ３ が 設 け ら れ て い る 。 天 井 部 ９ ３ は 天 井 面 材 を 有 し て 構 成 さ れ 、 そ の 天 井 部 ９ ３  
に よ り 居 室 ８ ３ ， ８ ４ 及 び 廊 下 ８ ５ の 天 井 面 が 形 成 さ れ て い る 。 天 井 部 ９ ３ の 上 方 に は 、  
屋 根 部 ９ １ の 小 屋 裏 空 間 ９ ５ が 形 成 さ れ て い る 。 小 屋 裏 空 間 ９ ５ は 、 天 井 部 ９ ３ に よ り 居  
室 ８ ３ ， ８ ４ 及 び 廊 下 ８ ５ と 仕 切 ら れ て い る 。
【 ０ ０ ５ ４ 】
　 建 物 １ ０ に は 、 二 階 部 分 ８ １ の 各 居 室 ８ ３ ， ８ ４ （ 屋 内 空 間 に 相 当 ） を 空 調 対 象 と し て  
空 調 を 行 う 全 館 空 調 シ ス テ ム １ ０ ０ が 設 け ら れ て い る 。 以 下 、 こ の 全 館 空 調 シ ス テ ム １ ０  
０ に つ い て 説 明 す る 。
【 ０ ０ ５ ５ 】
　 全 館 空 調 シ ス テ ム １ ０ ０ は 、 一 階 部 分 １ ２ の 全 館 空 調 シ ス テ ム ３ ０ と 同 様 、 室 内 機 １ ０  
１ と 室 外 機 １ ０ ２ と を 有 し 、 室 内 機 １ ０ １ と 室 外 機 １ ０ ２ と は 冷 媒 管 １ ０ ３ を 介 し て 接 続  
さ れ て い る 。 図 ４ で は 便 宜 上 、 冷 媒 管 １ ０ ３ を 点 線 で 示 し て い る 。
【 ０ ０ ５ ６ 】



10

20

30

40

50

JP 2023-183273 A 2023.12.27(9)

　 室 内 機 １ ０ １ は 、 小 屋 裏 空 間 ９ ５ に 設 置 さ れ て い る 。 室 内 機 １ ０ １ に は 空 調 チ ャ ン バ １  
０ ７ を 介 し て 複 数 の 空 調 ダ ク ト １ ０ ８ が 接 続 さ れ て い る 。 各 空 調 ダ ク ト １ ０ ８ は 、 小 屋 裏  
空 間 ９ ５ に 配 設 さ れ 、 各 居 室 ８ ３ ， ８ ４ の 天 井 部 ９ ３ に 設 け ら れ た 吹 出 口 １ ０ ９ に そ れ ぞ  
れ 接 続 さ れ て い る 。 室 内 機 １ ０ １ に よ り 生 成 さ れ た 空 調 空 気 は 、 各 空 調 ダ ク ト １ ０ ８ を 通  
じ て 各 吹 出 口 １ ０ ９ に 供 給 さ れ 、 そ れ ら 各 吹 出 口 １ ０ ９ か ら 各 居 室 ８ ３ ， ８ ４ に そ れ ぞ れ  
吹 き 出 さ れ る 。 こ れ に よ り 、 各 居 室 ８ ３ ， ８ ４ の 空 調 （ 冷 暖 房 ） が 行 わ れ る 。
【 ０ ０ ５ ７ 】
　 各 居 室 ８ ３ ， ８ ４ に 供 給 さ れ た 空 調 空 気 （ 給 気 Ｓ Ａ ） は 、 各 通 気 口 ８ ９ を 通 じ て 廊 下 ８  
５ へ 還 気 Ｒ Ａ と し て 還 流 す る よ う に な っ て い る 。 廊 下 ８ ５ の 天 井 部 ９ ３ に は 、 廊 下 ８ ５ に  
還 流 し た 還 気 Ｒ Ａ を 吸 い 込 む 吸 込 チ ャ ン バ １ １ １ が 設 け ら れ て い る 。 吸 込 チ ャ ン バ １ １ １  
に は 、 還 気 ダ ク ト １ １ ２ が 接 続 さ れ て い る 。 還 気 ダ ク ト １ １ ２ は 小 屋 裏 空 間 ９ ５ に 配 設 さ  
れ 、 室 内 機 １ ０ １ の 側 面 部 に 接 続 さ れ て い る 。 詳 し く は 、 室 内 機 １ ０ １ の 側 面 部 に は 開 口  
部 １ １ ３ が 設 け ら れ 、 そ の 開 口 部 １ １ ３ に 還 気 ダ ク ト １ １ ２ が 接 続 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ５ ８ 】
　 上 記 の 構 成 で は 、 吸 込 チ ャ ン バ １ １ １ に よ り 廊 下 ８ ５ 内 の 還 気 Ｒ Ａ が 吸 い 込 ま れ る と 、  
そ の 還 気 Ｒ Ａ が 還 気 ダ ク ト １ １ ２ を 通 じ て 室 内 機 １ ０ １ に 取 り 込 ま れ る 。 こ の 場 合 、 還 気  
Ｒ Ａ は 、 還 気 ダ ク ト １ １ ２ か ら 室 内 機 １ ０ １ の 開 口 部 １ １ ３ を 通 じ て 室 内 機 １ ０ １ の 内 部  
に 取 り 込 ま れ る 。 し た が っ て 、 こ の 場 合 、 開 口 部 １ １ ３ が 取 込 口 に 相 当 す る 、 ま た 、 還 気  
Ｒ Ａ は 、 吸 込 チ ャ ン バ １ １ １ の 内 部 と 還 気 ダ ク ト １ １ ２ の 内 部 と を 通 じ て 開 口 部 １ １ ３ に  
向 け て 流 れ る た め 、 こ の 場 合 、 吸 込 チ ャ ン バ １ １ １ の 内 部 と 還 気 ダ ク ト １ １ ２ の 内 部 と に  
よ り 還 気 通 路 が 構 成 さ れ て い る 。 ま た 、 吸 込 チ ャ ン バ １ １ １ と 還 気 ダ ク ト １ １ ２ と に よ り  
、 通 路 形 成 部 が 構 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ５ ９ 】
　 続 い て 、 吸 込 チ ャ ン バ １ １ １ 周 辺 の 構 成 に つ い て 、 図 ５ 及 び 図 ６ に 基 づ き 説 明 す る 。 な  
お 、 図 ５ 及 び 図 ６ で は 、 便 宜 上 、 天 井 部 ９ ３ の 図 示 を 省 略 し て い る 。
【 ０ ０ ６ ０ 】
　 図 ５ 及 び 図 ６ に 示 す よ う に 、 吸 込 チ ャ ン バ １ １ １ に は 、 下 方 に 向 け て 開 口 さ れ た 収 容 凹  
部 １ １ ７ と 、 収 容 凹 部 １ １ ７ の 底 部 に 形 成 さ れ 還 気 ダ ク ト １ １ ２ が 接 続 さ れ た 接 続 口 １ １  
８ と が 設 け ら れ て い る 。 収 容 凹 部 １ １ ７ に は 、 そ の 開 口 部 分 を 塞 ぐ よ う に 吸 込 グ リ ル １ １  
９ が 取 り 付 け ら れ て い る 。 吸 込 グ リ ル １ １ ９ は 、 格 子 状 の 通 気 部 を 有 し て 形 成 さ れ て い る  
。
【 ０ ０ ６ １ 】
　 吸 込 グ リ ル １ １ ９ の 上 面 部 に は 、 エ ア フ ィ ル タ １ ２ １ が 取 り 付 け ら れ て い る 。 エ ア フ ィ  
ル タ １ ２ １ は 、 吸 込 チ ャ ン バ １ １ １ の 収 容 凹 部 １ １ ７ に 配 置 さ れ て い る 。 収 容 凹 部 １ １ ７  
に お い て エ ア フ ィ ル タ １ ２ １ の 上 方 に は 、 さ ら に エ ア フ ィ ル タ １ ２ ２ が 設 け ら れ て い る 。  
エ ア フ ィ ル タ １ ２ ２ は 、 エ ア フ ィ ル タ １ ２ １ と 重 な り 合 っ て 配 置 さ れ て い る 。 こ れ ら 各 エ  
ア フ ィ ル タ １ ２ １ ， １ ２ ２ は 、 吸 込 チ ャ ン バ １ １ １ に 吸 い 込 ま れ る 還 気 Ｒ Ａ （ 換 言 す る と  
、 吸 込 チ ャ ン バ １ １ １ 内 を 流 れ る 還 気 Ｒ Ａ ） に 含 ま れ る 埃 等 の 異 物 を 捕 集 す る も の で あ る  
。 こ の 場 合 、 各 エ ア フ ィ ル タ １ ２ １ ， １ ２ ２ の う ち 、 エ ア フ ィ ル タ １ ２ １ が 上 流 側 （ 下 側  
） に 配 置 さ れ 、 エ ア フ ィ ル タ １ ２ ２ が 下 流 側 （ 上 側 ） に 配 置 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ６ ２ 】
　 各 エ ア フ ィ ル タ １ ２ １ ， １ ２ ２ の う ち 、 下 流 側 の エ ア フ ィ ル タ １ ２ ２ に は 光 触 媒 １ ２ ６  
が 設 け ら れ て い る 。 そ の 一 方 で 、 上 流 側 の エ ア フ ィ ル タ １ ２ １ に は 光 触 媒 が 設 け ら れ て い  
な い 。 し た が っ て 、 エ ア フ ィ ル タ １ ２ ２ が 第 １ エ ア フ ィ ル タ に 相 当 し 、 エ ア フ ィ ル タ １ ２  
１ が 第 ２ エ ア フ ィ ル タ に 相 当 す る 。 ま た 、 エ ア フ ィ ル タ １ ２ １ は 、 エ ア フ ィ ル タ １ ２ ２ よ  
り も 目 が 粗 く な っ て い る 。
【 ０ ０ ６ ３ 】
　 吸 込 チ ャ ン バ １ １ １ の 収 容 凹 部 １ １ ７ に は 、 エ ア フ ィ ル タ １ ２ ２ の 上 方 に 発 光 ユ ニ ッ ト  
１ ２ ８ が 設 け ら れ て い る 。 こ の 場 合 、 発 光 ユ ニ ッ ト １ ２ ８ は 、 エ ア フ ィ ル タ １ ２ ２ に 対 し  
て 下 流 側 に 配 置 さ れ て い る 。 発 光 ユ ニ ッ ト １ ２ ８ は 、 第 １ 実 施 形 態 の 発 光 ユ ニ ッ ト ７ ３ と  
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同 様 の 構 成 を 有 し て お り 、 光 源 と し て の 複 数 の Ｌ Ｅ Ｄ １ ２ ９ と 、 支 持 部 と し て の ベ ー ス 部  
１ ３ １ と を 有 し て い る 。
【 ０ ０ ６ ４ 】
　 上 述 の 構 成 に よ れ ば 、 吸 込 チ ャ ン バ １ １ １ に 吸 い 込 ま れ た 還 気 Ｒ Ａ は 、 収 容 凹 部 １ １ ７  
を 下 流 側 に 向 け て 流 れ る 。 こ の 際 、 還 気 Ｒ Ａ は 、 各 エ ア フ ィ ル タ １ ２ １ ， １ ２ ２ を 順 に 通  
過 す る 。 ま ず 、 上 流 側 の エ ア フ ィ ル タ １ ２ １ に お い て 還 気 Ｒ Ａ 中 の 異 物 が 捕 集 さ れ 、 そ の  
後 、 下 流 側 の エ ア フ ィ ル タ １ ２ ２ に お い て 光 触 媒 １ ２ ６ の 光 触 媒 作 用 に よ り 還 気 Ｒ Ａ 中 の  
菌 や ウ イ ル ス が 除 去 さ れ る 。 そ の 後 、 還 気 Ｒ Ａ は 、 還 気 ダ ク ト １ １ ２ を 通 じ て 室 内 機 １ ０  
１ の 内 部 に 開 口 部 １ １ ３ よ り 取 り 込 ま れ る 。
【 ０ ０ ６ ５ 】
　 以 上 よ り 、 本 実 施 形 態 の 構 成 に よ れ ば 、 第 １ 実 施 形 態 と 同 様 の 効 果 を 得 る こ と が で き る  
。
【 ０ ０ ６ ６ 】
　 （ 他 の 実 施 形 態 ）
　 本 発 明 は 、 上 記 実 施 形 態 に 限 ら ず 、 例 え ば 次 の よ う に 実 施 さ れ て も よ い 。
【 ０ ０ ６ ７ 】
　 ・ 上 記 各 実 施 形 態 で は 、 各 エ ア フ ィ ル タ ６ １ ， ６ ２ の う ち 、 エ ア フ ィ ル タ ６ ２ に の み 光  
触 媒 ７ １ を 設 け た が 、 こ れ に 加 え て 、 エ ア フ ィ ル タ ６ １ に も 光 触 媒 を 設 け て も よ い 。
【 ０ ０ ６ ８ 】
　 ・ 上 記 各 実 施 形 態 で は 、 ２ つ の エ ア フ ィ ル タ ６ １ ， ６ ２ を 設 け た が 、 こ れ を 変 更 し て 、  
光 触 媒 ７ １ の 設 け ら れ た エ ア フ ィ ル タ ６ ２ の み 設 け る よ う に し て も よ い 。 こ の 場 合 、 エ ア  
フ ィ ル タ ６ ２ が 異 物 捕 集 と 除 菌 と の 両 方 で 用 い ら れ る こ と に な る 。 た だ し 、 エ ア フ ィ ル タ  
６ ２ の 洗 浄 に 伴 う 光 触 媒 ７ １ の 除 菌 効 果 低 下 を 考 慮 す る と 、 上 記 実 施 形 態 の よ う に 、 ２ つ  
の エ ア フ ィ ル タ ６ １ ， ６ ２ を 設 け 、 異 物 捕 集 用 と 除 菌 用 と に 使 い 分 け す る の が 好 ま し い 。
【 ０ ０ ６ ９ 】
　 ま た 、 エ ア フ ィ ル タ と し て 、 エ ア フ ィ ル タ ６ ２ の み 設 け る 構 成 と す る 場 合 に は 、 エ ア フ  
ィ ル タ ６ ２ を 室 内 機 ３ ２ の 取 込 口 ３ ７ に 取 り 付 け て も よ い 。 そ の 場 合 、 Ｌ Ｅ Ｄ ７ ４ に つ い  
て は 、 例 え ば 室 内 機 ３ ２ の 内 部 に 配 置 す る こ と が 考 え ら れ る 。
【 ０ ０ ７ ０ 】
　 ・ ２ つ の エ ア フ ィ ル タ ６ １ ， ６ ２ は 必 ず し も 重 ね て 配 置 す る 必 要 は な く 、 互 い に 離 間 さ  
せ て 配 置 し て も よ い 。 た だ し 、 光 触 媒 ７ １ に よ る 除 菌 効 果 を 光 触 媒 を 有 し な い エ ア フ ィ ル  
タ ６ １ に も 及 ぼ す よ う に す る 上 で は 、 上 記 実 施 形 態 の よ う に 各 エ ア フ ィ ル タ ６ １ ， ６ ２ を  
重 ね て 配 置 す る の が 好 ま し い 。
【 ０ ０ ７ １ 】
　 ・ エ ア フ ィ ル タ の 素 材 は 不 織 布 に 限 定 す る 必 要 は な く 、 例 え ば 活 性 炭 フ ィ ル タ 等 を 用 い  
て も よ い 。
【 ０ ０ ７ ２ 】
　 ・ 光 触 媒 ７ １ に 光 を 照 射 す る 光 源 と し て は 、 必 ず し も Ｌ Ｅ Ｄ ７ ４ を 用 い る 必 要 は な く 、  
白 熱 灯 等 、 Ｌ Ｅ Ｄ 以 外 の も の を 用 い て も よ い 。 ま た 、 光 触 媒 ７ １ の 光 源 と し て は 、 必 ず し  
も 光 触 媒 専 用 の 光 源 を 設 け る 必 要 は な く 、 例 え ば 機 械 室 １ ７ に 設 け ら れ た 電 球 等 の 照 明 器  
具 を 光 源 と し て 用 い て も よ い 。
【 ０ ０ ７ ３ 】
　 ・ 上 記 各 実 施 形 態 で は 、 光 触 媒 と し て 、 可 視 光 応 答 型 光 触 媒 を 用 い た が 、 紫 外 光 応 答 型  
光 触 媒 を 用 い て も よ い 。 そ の 場 合 、 光 触 媒 の 光 源 と し て は 、 紫 外 線 ラ ン プ 等 を 用 い る こ と  
が 考 え ら れ る 。
【 ０ ０ ７ ４ 】
　 ・ 全 館 空 調 シ ス テ ム は 、 １ つ の 階 を 空 調 対 象 と す る も の に 限 定 さ れ ず 、 建 物 １ ０ 全 体 を  
空 調 対 象 と す る も の で あ っ て も よ い 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ７ ５ 】
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　 １ ０ … 建 物 、 ３ ０ … 全 館 空 調 シ ス テ ム 、 ３ ２ … 空 調 装 置 と し て の 室 内 機 、 ３ ７ … 取 込 口  
、 ５ １ … 通 路 形 成 部 と し て の カ バ ー 部 材 、 ５ ７ … 還 気 通 路 と し て の 内 側 空 間 、 ６ １ … 第 ２  
エ ア フ ィ ル タ と し て の エ ア フ ィ ル タ 、 ６ ２ … 第 １ エ ア フ ィ ル タ と し て の エ ア フ ィ ル タ 、 ７  
１ … 光 触 媒 、 ７ ４ … 光 源 と し て の Ｌ Ｅ Ｄ 、 ７ ５ … 支 持 部 と し て の ベ ー ス 部 、 １ ０ ０ … 全 館  
空 調 シ ス テ ム 、 １ ０ １ … 空 調 装 置 と し て の 室 内 機 、 １ １ ３ … 取 込 口 と し て の 開 口 部 、 １ ２  
１ … 第 ２ エ ア フ ィ ル タ と し て の エ ア フ ィ ル タ 、 １ ２ ２ … 第 １ エ ア フ ィ ル タ と し て の エ ア フ  
ィ ル タ 、 １ ２ ６ … 光 触 媒 、 １ ２ ９ … 光 源 と し て の Ｌ Ｅ Ｄ ， １ ３ １ … 支 持 部 と し て の ベ ー ス  
部 。
【 図 面 】
【 図 １ 】 【 図 ２ 】
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【 図 ３ 】 【 図 ４ 】

【 図 ５ 】 【 図 ６ 】
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